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プレゼンテーションのポイントプレゼンテーションのポイント

l 単体は、第３四半期以降、営業利益および経常利益で黒字を達成

l 投資有価証券の評価減により、事業の選択と集中を一層明確化

l 売上構成におけるロイヤリティー比率は４０％台をキープ、製品売上
における粗利率も４０％以上をキープし、本業における国内基盤が
固まった

l 海外キャリアに対する製品供給も開始し、今後徐々に拡大予定

l 周辺事業と本業とのシナジーが具体的な形で現れ始め、今後着実に
推進する体制が期待される
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１．国内本業における高収益体制の確立へ
向けた取り組み
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ネット家電のソフトウェア構造ネット家電のソフトウェア構造

ユーザーインターフェース部分

ドライバー層

ブラウザー
コア部分

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
（メール等）

ＣＰＵ

ウィンドウマネジャー層

ACCESS
研究開発室
担当部分

ACCESS
プロダクツ
開発本部
担当部分

各製品ごとの
合わせ込みが
必要な部分

＝

ネット家電のソフトウェア構造（模式図）

主に
ベンダーが
提供する部分
（ＯＳについては、

ACCESSが提供する
ケースあり）

どの製品でも
変わらない部分

＝

SDK*化して
外部リソースを
活用

ＯＳ

*SDK=Software
Development

Kit
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ACCESS ACCESS 搭載製品・出荷台数搭載製品・出荷台数
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売上推移の傾向（売上推移の傾向（1/21/2））
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例：移動体情報端末の売上推移（年度別）
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売上推移の傾向（売上推移の傾向（2/22/2））

例：固定・屋内情報端末の売上推移（四半期別）
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マスプロダクション型組織への変遷マスプロダクション型組織への変遷

コア
ソフトウェア

製品 製品 製品

ＳＤＫ*

コア
ソフトウェア

製品製品

ＳＤＫ

・・・製品製品

ＳＤＫ

・・・

標準
ｿﾌﾄｳｪｱ

標準
ｿﾌﾄｳｪｱ

標準
ｿﾌﾄｳｪｱ

製品製品

ＳＤＫ

・・・

ACCESS

R&D 開発
本部

営業
本部

企画
本部

本部長室

第１
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第２
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第３
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

基盤
開発部

注１）　FTC：Field Technical Center
注２）　SS部：Solution System部

コア
ソフトウェア

製品 製品 製品

コア
ソフトウェア

コア
ソフトウェア

ACCESS

R&D 開発部 営業部

Ｒ＆Ｄ： ４名
開発部： ３０名

当初の体制 旧体制（～2001/1） 前期（～2002/1）

ACCESS

R&D 開発
本部

営業
本部
企画
本部

基盤
開発
本部

FTC
（注１）

第１
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第２
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第３
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

開発
管理部
（QA等）

SS
部
（注２）

開発
推進室

今期の変更
（2002/2～）

lグローバルに
戦略立て、リソー
ス・情報を共有
していく機能を
新設（グローバ
ル事業推進室）

l開発全体を管
理・推進する
機能を強化
（開発推進部）

l品質管理の
責任を持つ新た
な部署を設置
（品質管理部）

l社外・社内のコ
ミュニケーション
を一元管理する
機能（CC室）

Ｒ＆Ｄ： １１名
開発本部： ６５名
（うちプロダクト開発部： ２９名）
（うち基盤開発部： ３６名）

Ｒ＆Ｄ： １７名
開発本部： ８１名
基盤開発本部： ３６名

*SDK=Software
Development

Kit
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今期の体制（今期の体制（20022002年年22月～）月～）

株主総会

取締役会

CTO&副社長
鎌田

経営会議

取締役

監査役会

研究開発室 経営企画室
コンテンツ
事業統括室

社長室
グローバル
事業推進室

品質
管理部

開発
推進部

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ
開発本部

基盤開発
本部

企画本部 営業本部

人事部 総務部 法務部
情報
ｼｽﾃﾑ部

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑ部

デザイン
企画部

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室

経理部

：新設部署

社長
荒川

部門長会議

新設部門の詳細説明は後述

営業
企画部
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マスプロダクション型の開発スタイルへマスプロダクション型の開発スタイルへ

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

ＳＤＫの開発
・提供
（基盤開発
部門中心）

*SDK=Software
Development

Kit

・
・
・

ＳＤＫの提供によって、メーカー、ＶＡＲ等においても、各製品への
ソフトウェア組み込み作業を、より効率的に行なうことができる

ＳＤＫの提供によって、メーカー、ＶＡＲ等においても、各製品への
ソフトウェア組み込み作業を、より効率的に行なうことができる

ACCESS社内
での開発
（Ｒ＆Ｄ部門中心）

ＳＤＫ開発ＳＤＫ開発

ACCESS社内
（プロダクツ開発部門中心）

社外リソースによる開発
（メーカー、ＶＡＲ*
（開発代理店）等）

社外リソースによる開発
（メーカー、ＶＡＲ*
（開発代理店）等）

l 社外リソースを活用し、ロイ
ヤリティー収入比率を拡大！

l 3rdパーティーとの
アライアンスプログラム
“AAA（ACCESS Advanced 
Alliance）”も整備済み

l 受託開発需要の拡大に対し
ては、社外リソースをうまく
活用し、社内人員を増やさ
ずに対応可能！

l ACCESS社内での受託開発
は、戦略的製品を中心に
フォーカス

*VAR=
Value 
Added 
Reseller
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ＶＡＲ，ＯＥＭアライアンスパートナーＶＡＲ，ＯＥＭアライアンスパートナー

★プログラムへの参加要項

•ACCESSによるAuthorized System Integrator
としての認定
•専属エンジニアのアサイン
•トレーニングの受講
•ACCESS製品の、2件以上の量産プロジェクト実績

★プログラム内容

•ACCESS製品のライセンシに対し、移植およ
びカスタマイズなどの受託開発ビジネスを独立
して行っていただくパートナー

Authorized System IntegratorAuthorized System Integrator

◎株式会社メロン
◎株式会社テクニカル・マーケティング・リサーチ
◎株式会社日立マイクロソフトウェアシステムズ
◎株式会社富士通ビー・エス・シー

★プログラムへの参加要項

•ACCESS所定のVAR/代理店契約、またはSI
契約を結んでいただく必要あり

★プログラム内容

•ACCESS製品を自社製品と組み合わせて、
または単独で販売およびサポートしていただ
くパートナー

Authorized DistributorAuthorized Distributor

◎アイティアクセス株式会社
◎株式会社イーストンエレクトロニクス
◎NECマイクロシステム株式会社
◎兼松デバイス株式会社
◎東芝情報システム株式会社
◎Coventive　Technologies
◎Microware Systems Corporation
◎PalmPalm Technology. Inc.
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プロダクトカテゴリー拡大への対応プロダクトカテゴリー拡大への対応

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発 ＳＤＫの開発ＳＤＫの開発 各製品への

組み込み

各製品への
組み込み

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

プロダクトカテゴリーの
拡大に対応するために・・・

l インターネットTV
l ゲーム機
l PDA　　　　等

For i-mode

For CarNavi

For L-mode

・・・
・・・
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事業ステージの変遷事業ステージの変遷

Ⅱ.シェア拡大
フェーズ

Ⅱ.シェア拡大
フェーズ

Ⅳ.収益拡大フェーズⅣ.収益拡大フェーズⅠ.市場立上げ
フェーズ

Ⅰ.市場立上げ
フェーズ

ネット家電
市場規模

時間

★

200220012000199919981997 2003

これまで準備してきた“マスプロダクション型”の
開発体制を活かして、収益を拡大していく

これまで準備してきた“マスプロダクション型”の
開発体制を活かして、収益を拡大していく

現在

l とにかく実際の製品
を世の中に出し、ネッ
ト家電の可能性を証
明しながら、自ら市
場を作っていく段階

l “デファクト”となるた
めに、まずはシェア
を拡大していくべき
段階

l 体制整備に
伴い、収益を
拡大していく段階

l 価格交渉力も
ＵＰし、単価上昇

l 急拡大する市場に対
応するため、“マスプ
ロダクション型”の開
発体制作りに注力

Ⅲ．量産対応
フェーズ

Ⅲ．量産対応
フェーズ

200４

海外展開強化

l 海外展開および
周辺事業を強化し、
収益力を一層強化
していく段階



14Copyright ©2002 ACCESS.CO.,LTD. 

品質管理部品質管理部

品質管理部
P

C

DA

開発推進部
開発部門

w 経営層の
n ビジョン

n 方針

n 目標

P: Plan

D: Do

C: Check

A: Action

w 顧客満足度の向上を目指し、自社の発展
と共に協力会社や委託会社の将来的発展
に寄与する

w 経営ビジョンや方針を実現するためツール
の一つとなり経営戦略に寄与する

w 組織改善
　　→　品質システムの構築

w 顧客対応への改善
　　→　障害用（営業）窓口の
　一本化

w プロジェクト活動改善
　　→　QAによるプロジェクト・
　プロセス評価

2003年中の
ISO9000獲得を目標に
活動開始！

2003年中の
ISO9000獲得を目標に
活動開始！
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新たな家電市場での取り組み新たな家電市場での取り組み

カーナビ市場 固定電話市場

デジタルテレビ市場 ＰＤＡ市場

l NetFront for Automotiveをカーナビ
向けブラウザとしてリリース済み

l カーナビメーカー、および、自動車メー
カー各社と共同検討・共同開発推進中

l ２００２年より、製品投入予定多数あり

l 固定電話向け標準ブラウザを開発済み
l 各メーカーの端末向けに標準ブラウザを
ベースにカスタマイズ

l 国内市場シェアは１００％。
l 今後も各社から
製品リリース有り

l NetFront for DTV
（BML＋HTML）開発
済み

l NetFront v3.0ベー
スのDTV向け次世代
ブラウザ開発中

l メーカー数社と次世代
ＤＴＶ開発推進中

l Ｐａｌｍ、ＥＰＯＣ向けの
NetFront開発がほぼ完了

l NetFront v3.0をベースと
したＰＤＡ製品が、メーカー
各社より2002年には市場
投入される予定
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ブラウザ以外の製品展開ブラウザ以外の製品展開

TCP/IP、
Wireless TCP

Bluetooth

IrDA

概要説明 用途（例）
• インターネット上でのデータ通信をつかさど
る通信プロトコル（通信を行なうための“取り
決め”）

• Wireless TCPは、途中で切断しやすい等の
特徴をもつワイアレス通信に適した形にモディ
ファイした仕様

• パソコンのインターネット用通信から、
携帯電話のパケット通信まで、インター
ネットに接続されるほとんど機器で使わ
れている

• ２．４Ｇヘルツの周波数帯を使った無線通信
の仕様

• “近くにあれば自動的につながる”ため、利便
性が高く、今後の普及期待される通信仕様

• 携帯電話を初め、家庭内のネット家電
（ＴＶ、エアコン等）、および、自動販売機
などありとあらゆる機器への搭載が見
込まれる

• 赤外線を利用した無線通信 • 各種リモコンや、携帯電話など、すでに
さまざまな機器へ搭載されている

IPv6
• ＴＣＰ／ＩＰの一部をなすＩＰプロトコルの次世
代版

• すべてのネット機器に一対一でアドレスをふ
ることにより、利便性を高めるなどのメリット
がある

• 次世代携帯電話だけでなく、今後登場
するすべてのネット家電への搭載が見
込まれる

AVE-Blue

v6

v6

Java VM
• アプリケーションをダウンロードすることによ
り、アプリの追加が可能なアプリケーション
実行環境

• SUNのJavaVMと完全互換なACCESSオリジ
ナルのJava VM（クラスライブラリのみSUN
からライセンス）

• 携帯電話には既に搭載されはじめてお
り、今後もいろいろな家電への搭載が
検討されている
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国内新規市場開拓のための営業部隊強化国内新規市場開拓のための営業部隊強化

第３営業部
l ブラウザ以外の商品（TCP/IP、IPv6、

OS等）の販売強化、および、VAR/OEM
等の代理店を活用したビジネスの促進
責任を持つ部隊

営業本部

営業統括部海外営業統括部

営業
企画部

第３
営業部

第２
営業部

第１
営業部

新事業
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

車載端末
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

新事業プロジェクト
l 新しいジャンルのネット端末市場の立ち
上げを推進するプロジェクト部隊

l まずは、急速な立ち上がりが予想される
カーナビ端末をサポートするプロジェクト
を設置

営業企画部
l 新しいビジネス領域への展開について、
市場調査、作戦作りから、実行における
全体指揮を行なうための戦略的部隊
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２．海外展開の具体的施策と
今後の展望
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グローバルなリソース共有が不可欠グローバルなリソース共有が不可欠

★ACCESS Systems America

グローバルにリソース（人・製品）や情報・ノウハウを
共有していくことが必須

⇒グローバル事業推進室の設立

グローバルにリソース（人・製品）や情報・ノウハウを
共有していくことが必須

⇒グローバル事業推進室の設立

★ACCESS Co.,Ltd.

★ACCESS Co.,Ltd.
台湾オフィス

★ACCESS Co.,Ltd.
スペインオフィス

★中国（検討中）
★

インド（検討中）

サーバ側ソフトを開発し、
市場の立ち上がりに合
わせて、各国キャリアへ
導入

★ACCESS Systems Europe

ヨーロッパ市場向けに開発した
携帯電話をベースに、他の地
域向けにカスタマイズ

ヨーロッパ・US等に向け
た携帯端末を、アジアか
らOEM供給

日本のモバイル市場で培った
技術・ノウハウを、海外での
市場立ち上げに活用
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グローバル事業推進室の設立グローバル事業推進室の設立

（１）海外事業戦略、子会社を含めたグローバルな協力体制が必須
ＡＳＡ　約35-40人 →サーバ製品、コンサルなどノウハウ共有
ＡＳＥ　約18-25人　 →２００２年本格立ち上げ、黒字化
Taiwan Office １人 →黒字化のめどが立ち次第、法人化計画中
中国、インドなど →市場参入調査中

（２）営業・マーケティング戦略（国内含む）

（３）グローバルアライアンス戦略

（４）研究・開発のグローバルなリソース配分

（５）標準化提案戦略、知的財産・特許戦略

戦略立案・推進をミッションとした新しい部隊の設置
グローバル事業推進室（CTO&EVP鎌田が室長）
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海外子会社との連携スキーム海外子会社との連携スキーム

社長

CTO&取締役副社長
経営会議

グローバル事業推進室

室長(兼)　鎌田
次長(兼)　大石

現在スタッフ５名体制
（兼任３名除く）

海外事業子会社

戦略立案
推進

市場ニーズ等

営業本部

海外営業統括部
海外事業
営業数字の統括

経営企画室

海外子会社を
含めた連結

2002/02/01現在

ACCESS
Systems
America

ACCESS
Systems
Europe

・・・
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海外子会社の位置付け海外子会社の位置付け

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

メーカー、ＶＡＲ等の
外部リソースでの対応

・・・ 各地域別のローカライズに関しては、
各海外子会社でＳＤＫ開発の一部を
対応するケースあり

ACCESS 本社
（Japan)

ＡＳＡ（ＵＳ子会社）

ＡＳＥ（ヨーロッパ子会社）

アジア子会社（準備中）

今まで準備してきた資産（コアソフトウェア、カテゴリー別
標準ソフトウェア、ＳＤＫ等）をそのまま活用することによって、
追加の研究開発投資なしでの海外展開が可能

今まで準備してきた資産（コアソフトウェア、カテゴリー別
標準ソフトウェア、ＳＤＫ等）をそのまま活用することによって、
追加の研究開発投資なしでの海外展開が可能

対
応
拠
点

l 既にある資産
（コアソフト、ＳＤＫ
等）を活用して、海
外へ展開！
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海外キャリアの実情海外キャリアの実情

l キャリア主導で、端末の仕様を決定し、
メーカーはそれに準じた端末を開発

l キャリアはメーカーから端末を買い上
げ、ユーザーへ販売（従って、端末は
キャリアブランド）

l ユーザー管理、課金・決済等を含め
た、トータルシステムについても、キャ
リアがリーダーシップを取って構築

l 端末メーカーが、各自の仕様で端末
を開発

l メーカーそれぞれが独自に、ユーザー
へ直接端末を販売（従って、端末はメー
カーブランド）

l サーバ側システムは、お抱えのＳＩベ
ンダー任せで、キャリアにはスキル・
ノウハウなし

日本 海外

キャリア主導で
モバイルインターネットビジネスの
市場を構築できた

キャリア主導で
モバイルインターネットビジネスの
市場を構築できた

キャリアには、モバイルインターネット
のようなトータルなサービス市場を
立ち上げる力がない

キャリアには、モバイルインターネット
のようなトータルなサービス市場を
立ち上げる力がない

ギ
ャ
ッ
プ
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ACCESSACCESSののEndEnd--toto--End End ソリューションソリューション

RadioRadio
NetworkNetwork

Premium Content 
Providers

Free Content 
Providers

Carrier Carrier 
Network InfrastructureNetwork Infrastructure
Business SystemsBusiness Systems

data flow

data flow

2.5G & 3G 
Devices

Billing & Billing & 
Customer Customer 

CareCare

Gateway: 
WAP1.x or WAP2.0 

(HTTP Proxy)

Internet Content:Internet Content:
•• WML, WML, xHTMLxHTML, , cHTMLcHTML
•• RingtonesRingtones
•• ImagesImages
•• Java Java MIDletsMIDlets

Interface Interface 
Specification Specification 

ServicesServices

Packet Billing Packet Billing 
[optional][optional]

ACCESS

ACCESS

ACCESS

ACCESS

ACCESS

IOT Suite
(Interoperability Test)

PCSS
(Premium Content

Subscription Server)
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IOT SuiteIOT Suite
コンテンツパートナー

IOT テストコンテンツ

SMTP, POP3
IMAP4 Mail Servers

IOT Personalized 
Portal

IOT HTTP Mail
Gateway

ゲートウェイサーバ or
IOTゲートウェイシミュレーター

IOTクライアント
シミュレーター

テスト用
ハンドセット

IOT Suite

　キャリア
網

モバイルインターネット導入の検討段階において
非常に有効なテストスィートとして、キャリアに提供中

モバイルインターネット導入の検討段階において
非常に有効なテストスィートとして、キャリアに提供中

• ハンドセットのテスト
-ブラウザ
-メール

• コンテンツのテスト
• メールサーバのテスト

• キャリア網との接続テスト
• コンテンツポータルテスト
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PCSS(Premium Content Subscription Sever)PCSS(Premium Content Subscription Sever)

CARRIER > NEWS

� CNN
� MSNBC
� ESPN
� Reuters
� BBC

� Today
� CNNFN
� Sports
� World News
� Subscribe

CARRIER Subscription
You are about to 
subscribe to CNN 
NEWS. You will be 
charged $2.00 per 
month. To confirm, enter 
your password:

**** GO

CARRIER Subscription
Subscription complete. 
Please proceed to CNN 
NEWS by clicking on  
the link below:

CNN NEWS

Thank you for 
subscribing. You can 
now access our  
premium features such 
as:
Real Time Stock Quotes
Personalized news
News Archives 

w 有料コンテンツのMy Menu登録やダウンロードを管理
n オペレータとコンテンツプロバイダー間のレベニューシェアも可能

w 複数のコンテンツタイプをサポート
n グラフィック、アニメーション、着メロ、Java　等

w いろいろなコンテンツ購入パターンに対応
n 月単位、時間単位、コンテンツ単位　等

キャリアの有料コンテンツサービス導入を含め
モバイルインターネットサービスを可能にする
End-to-End のサーバソリューションを提供
⇒US子会社（ASA）にて、ほぼ開発完了

キャリアの有料コンテンツサービス導入を含め
モバイルインターネットサービスを可能にする
End-to-End のサーバソリューションを提供
⇒US子会社（ASA）にて、ほぼ開発完了
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海外子会社の付加価値海外子会社の付加価値

l ＡＳＡ（ＵＳ子会社）

２００３年後半に黒字化目標

l ＡＳＥ（ヨーロッパ子会社）

２００２年中に黒字化目標

海外現地における
組み込み開発拠点

海外キャリアへの
コンサルティング業務

サーバインテグレーションを
含めたトータルソリューション提供

＋

＋
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現在の推進状況サマリー現在の推進状況サマリー

w 海外オペレータへのブラウザ提供開始
- e-plus（ドイツ）のサービスイン（３月１６日）を皮切りに
KPNモバイルがi-modeサービス開始（オランダ、ベルギー）
-その他４～５社が、2002年中にサービス開始
-検討中のオペレータも多数

w 台湾経済部（政府機関）との提携により、台湾キャリア全体へのソフト
ウェア供給も含めた、包括的な関係を構築

w 北米、南米においても、キャリアとの共同プロジェクトが複数進行中
（コンサルティング、サーバ・クライアントソフト等の提供）

w 中国、インドへの事業展開も調査中
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３．周辺事業の推進状況
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アクセス・パブリッシング事業アクセス・パブリッシング事業

●　印刷部数１１万部、実売部数７万部前後で、
順調に推移

●　広告出向状況も順調

車：日産、ＴＯＹＯＴＡ、ＨＯＮＤＡ、ＳＵＢＡＲＵ
　　　ＢＭＷ　等

家電：東芝、松下、ＳＨＡＲＰ、ＳＡＮＹＯ　等

その他：アサヒビール、アサヒ飲料、キリン
　　　　　ビール、サッポロビール　等

●　読者層

男女比　６：４

１０％程度が年収１０００万円以上の読者

パブリッシング事業とＡＣＣＥＳＳ本体事業との
シナジー効果が徐々に拡大中

パブリッシング事業とＡＣＣＥＳＳ本体事業との
シナジー効果が徐々に拡大中

東京カレンダー事業状況

東京カレンダーのコンテンツ提供
をきっかけとした、ＡＣＣＥＳＳブラ
ウザの搭載案件も増加
（コンテンツが欲しいので、ＡＣＣＥ
ＳＳのブラウザを搭載するケース）

－　自動車メーカー向け
　　　（カーナビ）　　　　等
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アクセス・クロッシング事業アクセス・クロッシング事業

ASP PortalASP Portal

アクセスパブリッシングと連携

アクセスクロッシングアクセスクロッシング

Application Serviceのアグリゲー
タ

Contents Serviceのアグリゲータ

NonNon--PCPC端端
末末

コンテンツアグリゲートコンテンツアグリゲート

プラットフォーム運営プラットフォーム運営
会員管理、課金、受託会員管理、課金、受託
サーバー事業サーバー事業

AXの収益モデル
1.ポータルOEM
2.Gaburiで有料課金
3.他ポータルへの供給、課金
4.レベニューシェア
5.サイト開発、運用受託

端末メーカーへのサイトをバンドル

（株）アクセス・クロッシング

コンテンツ関連事業をACCESS本体から、（株）アクセス・クロッシングに統合
⇒コンテンツ＋アプリケーション事業を一括して推進

コンテンツ関連事業をACCESS本体から、（株）アクセス・クロッシングに統合
⇒コンテンツ＋アプリケーション事業を一括して推進
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４．今後の技術開発の方向性
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インフラ進化に合わせたプロダクト開発インフラ進化に合わせたプロダクト開発

放送

移動体
通信

固定
通信

2000 2001

BSデジタル
放送開始

NetFront
MobileDTV
（地上波デジタル
＋IMT-2000）

★

2002 2003 2004 2005 2010

★
CS 110°
デジタル
放送開始

★
地上波
デジタル音声
放送開始

★
地上波
デジタルＴＶ
放送開始

各家庭に普及

★
IMT-2000
(W-CDMA)
サービス開始 第３世代

全国普及

放送蓄積型サービス

★
第４世代（次々世代）
携帯電話サービス
(2006-2010?)

★
家庭電話向け
情報サービス ブロードバンド（高速・常時接続）

全国普及？

NetFront
for DTV

CNF 
NetFront Aware Home

Home Gateway
(GlobeWare)
IPv6 Seamless

第４世代携帯
(IP-Phone)
向けのPlatform

NetFront
v3.0

・・・

・・・IPv6
NetFront

for Automotive

CDMA 1x
サービス開始

★
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ACCESSACCESSが実現する近未来のイメージが実現する近未来のイメージ

CSデジタル放送
BSデジタル放送（2000年～）
地上波デジタル放送(2003年～）

自動検針
電力量制御
セキュリティサービス

PHS or WLL
TCP/IP
PPP

組み込み向け
JavaモジュールJV-Lite

NetFront for ITS
（インターネット機能搭載）

電力会社

ケーブルTV
ISDN，ADSL
アナログ電話
光ケーブル

あらゆる機器を
ネットワーク対応に！

NetFront 
Compact NetFront
JV-Lite

すべての機器がネットにつながるすべての機器がネットにつながる
Connected HomeConnected Home＆＆MobileMobileの実現の実現

電力会社のインフラ

次世代携帯電話
IMT-2000

携帯電話は家庭内
コントロールの
リモコン２００x年数１０億台
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NE Embedded Forum 2002NE Embedded Forum 2002（（44月月1010日日/11/11日）日）

日時：2002年4月10日（水）、11日（木）
会場：新横浜プリンスホテル（横浜市港北区新横浜3-4）

■　２００２年４月１０日（水）

＜エグゼクティブ・セッション＞
１１：５０～１２：３０　ユビキタスネットが引き起こす情報革命

（株）ＡＣＣＥＳＳ　副社長兼ＣＴＯ　鎌田　富久

＜ケータイを超えて：多機能化との戦いに臨む＞
１６：００～１６：３０

事業者のアプローチ
NTTドコモ移動機開発部長　永田清人氏

１６：３０～１７：００
機器メーカーのアプローチ
ＮＥＣ株式会社

１７：００～１７：４５　
パネル討論会「明日のソフトウェア開発を考える」
ＮＴＴドコモ（永田氏）、ＮＥＣ、ＡＣＣＥＳＳ（鎌田）

■　２００２年４月１１日（木）

１３：２０～１５：００
情報家電を無線でつなぐ
（株）ＡＣＣＥＳＳ　基盤開発本部　渡辺

お申し込み：
http://ne.nikkeibp.co.jp/NE/emb2002/

ACCESS参加プログラム


